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１９７７年に発表されたＲ．Ａ．Ｍｕｌｌｅｒの論文１）は長寿命放射性核種に興味をもつ研究者の関心

の的になった．１９３９年にＬ．Ｗ．ＡｌｖａｒｅｚとＲ．（２（）ｒヽｒｌｏｇによって３Ｈｅの確認２）が加速器を質量分

析計のように用いる技術により達成されていたとしても，多くは特殊な利用例とみなして

いた．Ｈ．Ｈｉｎｔｅｎｎｔ）（，ｒｇｅｒが１９６２年に書いた総説３）の中にも長寿命核種の質量分析の優位性

について議論されていたが，真剣に取り組んだ研究者はなかったようにみえる．１９７７年秋

に東京大学原子核研究所で催された小研究会で学習院大学の木越邦彦教授によって紹介さ

れた際の核化学者の反応は様々であった．海底土などの試料の中に含まれる超微量のｌｏＢｅ

（１．５７×１０６年）の測定に従事し，放射能測定による限界にまで到達していた田中重男氏ら

の研究グループ４）は衝撃を受けたようにみえた．１４Ｃ（ｍ三０年）への加速器質量分析につい

ては，やや否定的な意見も出された．１４Ｃ測定が，洗練された技術をもつ専門家により高い

正確度でおこなわれていたことが，そのような見解の表明される理由だったと思う．

質量分析の適用が長寿命核種に対して有効であることは，Ｈｉｒｌｔ；（３ｎｎｔ，ｅｒｇｅｒのいう通りであ

る，１４Ｃの場合よりもｌｏＢｅの放射能測定の意義が危機にさらされることは目に見えていた．

途中の経過は省くとして，本田雅健，田中重男の両先生および今村峯雄氏を中心に，東京

大学原子力総合センターに設置されていたタンデムバンデグラーフを利用したｌｏＢｅの加速

器質量分析が企画され，かつ軌道に乗ったことは画期的な出来事であった．

名古屋大学における１４Ｃ分析のための加速器の導入計画は，１９７０年代末に中井信之教授を

中心に立てられた．当時のアイソトープ総合センター長，中埜栄三教授の理解もあり，早

川幸男理学部長の支持も受けて計画は具体化し，１９８０年夏には装置関連の教務職員として

中村俊夫氏の採用が決まったことは，その後の進展のために非常に大きかった．

私は，１９８０年８月から１９８１年５月までアメリカ合州国アーカンソー州のＩ’・１５′ｗｔｔｅｖｉｌｌｅにあ

るアーカンソー大学文理学部化学教室に滞在した．１９８０年１０月に，アイソトープ総合セン

ターの高田健三教授とともに加速器質量分析用のＴｎ（ｉｅｔｒｏｎを製作中のマサチューセッツ州

のＮｅｗ１）ｔｌｒｙｐｏｒｔにあるＧｅｎｅｒａｌｌｏｎｅｘ社の工場を訪問した．その際の印象は決してよいもの

ではなく，この会社の技術力を信頼しきることはできないと感じた．

１９８１年１月にカナダのトロントで開かれたＡｌｎｅｒｉｃａｎＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｆｏｒｔｈｅＡｄｖａｎ（２ｃ，ｍｅｎｔ

ｏｆＳｃｉｅｎｃｅの年会に出席した私は，アルゴンヌ国立研究所のＷ．Ｋｕｔ；（・ｈｅｒｒａ氏と出会い，様
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々な会話を楽しんだ．彼は５月に同研究所で「第２回加速器質量分析国際会議」が開催さ

れることを告げ，時間の余裕があったら参加するように勧めた．帰国直前（；・）忙しい時期で

はあったが，５月１１日から開かれた会議に参加し，名古屋大学における導入計画の概要を

紹介した．帰国後に中井先生の示唆を受けながらまとめた会議の報告集中の文章５）を読み

直してみると，多分に総花的な傾向が目立つが，１４Ｃ測定についての記述はかなり当を得て

いた．古文化財の年代，湖底堆積物の堆積速度，活断層の移動，火山岩の風化，年輪中の
１４Ｃ濃度の変動の順に並べられている研究題目には，現在につながる問題が含まれている．

その会議に参加したＡＤａｒヽｅｚは３Ｈｅ発見当時の状況を逸話を混えながら語り，Ｍｕｌｌｅｒは小

型のサイクロトロンを用いる加速器質量分析の可能性について論じた．この報告は非常に

興味深かったが，残念ながらこの方向への大きな発展はみられていない．会議への日本人

参加者は小林紘一（現，東京大学原子力総合センター），西泉邦彦（現，カリフォルニア

大学バークレイ校）と合わせて３名であった．小林，西泉の両氏がこの分野で大活躍して

いることは多くの人が知る通りである．

名古屋大学の加速器は，私の１３年前の予感とは異なり，きわめて順調に稼働している．

これも装置の管理にあたる中村先生を初めとする職員の方々の献身的な努力の結果である

ことはいうまでもない．今後の発展のためには，職員の増員と運営費の増額がぜひ必要だ

と考えているが，現状はきわめてきびしい．私は，装置の ‘利用者ではなく，外からその将

来を案じてきた部外者ではあるが，学際的研究の一層の進展を願いたい．１月１７日に起こ

った阪神大震災は，１４Ｃ年代決定法の重要性をさらに強調したと思う．部外にはいるが，名

古屋大学における１４Ｃ年代決定法に関連する研究が飛躍的な進歩をとげるために役立つこと

があれば，非力ながら尽力したいというのが私の正直な気持ちである．
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